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９
月
２１
日
、馬
路
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
、馬
路
保
育
所
・
小
学
校
・
中
学
校

の
合
同
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
り
、2
週

間
程
前
に
は
、中
学
校
で
学
年
閉
鎖
が
あ

る
な
ど
、開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
上
記
写
真
は
中
学
生
の
学
年
対
抗
リ

レ
ー
の
ひ
と
こ
ま
で
す
。

負けんぞ負けんぞ負けんぞ負けんぞ負けんぞ！！！！！！！！



①
村の文化教室（12教室）

硬筆
ギター

押し花

吟詠大正琴

日本舞踊

3B体操

民踊 コーラス

太極拳

ピアノ（馬路）

ピアノ（魚梁瀬）

村
文
化
協
会
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開
講
場
所

　
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

2
階
和
室

開
講
日

　
毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
午
後
4
：
00
〜
6
：
00

　講
師
の
紹
介

　
田
野
町
在
住

　
　
廣
末
幽
念
氏

　
　
　
　
「
龍
跳
書
道
会
」
所
属

受
講
生
数

　
　
　
　
14
人

活
動
の
様
子

　
硬
筆
の
書
き
方
、
毎
月
の
課
題

を
練
習
し
、
作
品
を
出
す
こ
と
に

よ
っ
て
成
績
の
向
上
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
現
在
10
級
〜
6
段
の
児

童
が
学
ん
で
い
ま
す
。

思
い
や
呼
び
か
け
な
ど

　
美
し
い
字
が
書
け
る
よ
う
に
な

る
と
一
生
の
宝
と
な
り
ま
す
。
目

に
は
見
え
な
い
宝
を
培
っ
て
い
く

子
ど
も
た
ち
が
増
え
ま
す
よ
う
に
。

子
ど
も
硬
筆
教
室

特
集

文
化
の
秋

芸
術
の
秋

文
化
の
秋

芸
術
の
秋

　
秋
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
の
季
節
は
食
べ
て
良
し
（
食
欲
の

秋
）、
動
い
て
良
し
（
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
）、
学
ん
で
良
し
（
文
化
の
秋
）、

三
拍
子
そ
ろ
っ
た
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
秋
の
学
び
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
、
村
の
文
化
活
動
を
今
回
と
次
号
の
２
号
に
わ
た
り
特
集
紹
介
し

ま
す
。

吟
詠
愛
好
会

開
講
場
所

　
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
2
階
ホ
ー
ル

開
講
日

　
毎
月
第
1
・
3
土
曜
日

　
毎
月
第
2
・
4
月
曜
日

　
　
　
　
午
後
1
：
30
〜
3
：
30

講
師
の
紹
介

　
馬
路
村
影

　
　
山
中
敬
子
氏

　
普
通
の
女
性
で
少
し
足
が
不

自
由
で
す
が
声
は
ま
あ
ま
あ
出

ま
す
。

受
講
生
数

　
　
　
　
9
人

活
動
の
様
子

　
夏
に
な
る
と
「
今
日
は
暑
い
ね

ぇ
」
、
冬
に
な
る
と
「
今
日
は
ひ

や
い
ね
ぇ
」
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま

り
ま
す
。

　
昔
の
詩
吟
と
違
っ
た
感
じ
で
唄

を
入
れ
た
優
し
い
吟
詠
（
歌
謡
吟

詠
）
も
練
習
し
て
い
ま
す
。
新
し

い
吟
題
に
な
り
ま
す
と
コ
ン
ダ
ク

タ
ー
で
練
習
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら

マ
イ
ク
を
使
っ
て
練
習
で
す
。
10

分
間
の
休
み
に
は
世
間
話
な
ど
も

す
る
し
、
大
声
を
出
し
て
笑
う
時

も
あ
り
ま
す
。

　
ほ
と
ん
ど
の
人
が
家
で
は
練
習

を
し
な
い
で
し
ょ
う
。
あ
る
人
は

「
練
習
せ
ん
き
に
上
手
に
な
ら
ん
」

と
言
っ
て
つ
ぶ
や
き
ま
す
。
私
は

練
習
は
教
場
で
や
れ
ば
よ
い
、
上

手
に
な
る
よ
り
、
楽
し
く
す
る
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
時
に
は

昼
食
な
ど
一
緒
に
し
ま
す
。
都
合

の
悪
い
時
は
自
由
に
休
ん
で
よ
い

の
で
す
。
特
に
11
月
は
ユ
ズ
の

時
期
に
な
り
ま
す
の
で
休
み
ま
す
。

　
年
齢
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で

誰
で
も
吟
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

趣
味
の
一
つ
と
し
て
声
を
出
す
こ

と
は
健
康
に
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

思
い
や
呼
び
か
け
な
ど

　
皆
さ
ん
声
を
出
し
て
吟
じ
て
み

ま
せ
ん
か
。
見
学
も
自
由
で
す
。

一
年
に
一
回
、
金
林
寺
に
て
空
海

が
お
作
り
に
な
り
ま
し
た
吟
を
大

師
堂
で
詠
じ
ま
す
。

　
今
年
は
都
合
が
つ
け
ば
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
行
っ
て
（
歌

謡
吟
詠
）
吟
じ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

う
た

現
在
、
村
で
は
村
文
化
協
会
を
組
織
す
る
、

文
化
教
室
が
12
教
室
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
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開
講
場
所

　
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
2
階
ホ
ー
ル

開
講
日

　
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
午
後
3
：
00
〜
9
：
00

講
師
の
紹
介

　
安
田
町
在
住

　
　
南
　
沙
織
氏

 

ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
シ
ス
テ
ム
講

師
、
ま
た
タ
チ
バ
ナ
楽
器
ピ
ア
ノ

講
師
と
し
て
、
レ
ッ
ス
ン
を
行
っ

て
い
る
。

 

高
知
コ
ン
サ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
会

員
。
高
知
県
ピ
ア
ノ
指
導
者
協
会

正
会
員
。

 

受
講
生
数

　
　
　
　
13
人

活
動
の
様
子

　
毎
週
一
人
30
分
の
個
人
レ
ッ
ス

ン
。
ま
た
年
一
回
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー
で
の
発
表
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
一
昨
年
か
ら
文
化
祭
の
芸
能

発
表
会
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

思
い
や
呼
び
か
け
な
ど

　
皆
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。
大
人
は
指
先
を
使
っ

て
脳
の
活
性
化
に
。
子
ど
も
は
集

中
力
や
感
受
性
を
育
て
る
手
段
と

し
て
。
楽
譜
を
読
ん
で
両
手
で
演

奏
で
き
た
と
き
の
楽
し
さ
を
ぜ
ひ

一
緒
に
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

　開
講
場
所

　
魚
梁
瀬
地
区
内

　
　
村
営
住
宅

開
講
日

　
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
午
後
5
：
00
〜
9
：
00

講
師
の
紹
介

　
安
芸
市
在
住

　
　
川
島
節
子
氏

　
多
年
に
わ
た
り
、
魚
梁
瀬
地

区
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に

ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
指
導
す
る
と

と
も
に
、
著
名
な
音
楽
家
を
招

聘
し
て
演
奏
会
を
開
く
な
ど
献

身
的
な
音
楽
活
動
を
続
け
て
こ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年

学
校
に
本
を
寄
贈
す
る
な
ど
、

教
育
と
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

受
講
生
数

　
　
　
　
9
人

活
動
の
様
子

　
現
在
、
小
学
2
年
生
か
ら
中
学

3
年
生
ま
で
の
男
女
8
人
と
大
人

1
人
が
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

の
中
で
レ
ッ
ス
ン
に
励
ん
で
い
ま

す
。
自
分
の
レ
ッ
ス
ン
時
間
を
待

つ
間
に
、
先
生
が
用
意
し
て
く
れ

る
学
習
帳
を
し
た
り
、
宿
題
を
し

た
り
と
時
間
を
有
効
に
使
っ
て
い

ま
す
。

思
い
や
呼
び
か
け
な
ど

　
子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
大
好

き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
先
生
!?
い
つ

ま
で
も
元
気
で
優
し
い
笑
顔
の

レ
ッ
ス
ン
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

開
講
場
所

　
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
1
階
会
議
室

開
講
日

　
毎
月
第
3
土
曜
日

　
　
　
　
午
後
1
：
00
〜
5
：
00

講
師
の
紹
介

　
馬
路
村
相
名

　
　
清
岡
潤
子
氏

　
押
し
花
歴
は
15
年
。
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
（
ふ
し

ぎ
な
花
倶
楽
部
）
は
2
0
0

3
年
に
取
得
。
押
し
花
を
利

用
し
た
額
絵
を
手
ほ
ど
き
し

て
く
れ
た
の
は
大
学
時
代
の

京
都
在
住
の
友
人
で
し
た
。

そ
の
時
に
押
し
花
に
は
ま
っ

て
し
ま
っ
て
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
3
年
前
に
退
職
と

同
時
に
高
知
市
か
ら
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

受
講
生
数

　
　
　
　
6
人
　

活
動
の
様
子

　
月
一
回
の
活
動
で
す
が
、
大
変

楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
お

花
が
大
好
き
な
仲
間
ば
か
り
で
、

い
つ
も
ワ
イ
ワ
イ
言
い
な
が
ら
そ

れ
ぞ
れ
が
好
み
の
作
品
を
仕
上
げ

て
い
ま
す
。

　
作
品
は
個
性
的
で
よ
そ
の
教
室

の
よ
う
に
決
ま
っ
た
パ
タ
ー
ン
に

取
り
組
ん
だ
り
し
な
い
の
で
、
毎

回
ど
ん
な
作
品
が
で
き
る
か
分
か

ら
な
い
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。

思
い
や
呼
び
か
け
な
ど

　
草
深
い
土
地
な
ら
で
は
の
珍
し

い
草
花
が
実
に
た
く
さ
ん
手
に
入

り
ま
す
。
馬
路
な
ら
で
は
の
感
性

豊
か
な
仲
間
の
作
品
は
素
晴
ら
し

く
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
楽
し
み

で
す
。

螫
 馬
路
ピ
ア
ノ
教
室
 ♪

螫
 魚
梁
瀬
ピ
ア
ノ
教
室
 ♪

う
ま
じ
押
花
会

く

ら

ぶ

村
文
化
協
会
と
は

　
村
内
の
文
化
、
芸
術
関
係

団
体
の
代
表
者
及
び
こ
の
会

の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者
を
も

っ
て
構
成
し
て
お
り
、
地
域

住
民
と
一
体
と
な
り
、
地
域

の
芸
術
、
文
化
の
振
興
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
会
長
は
丸
山
佳
子

氏
、
副
会
長
は
清
岡
宏
敏
氏
、

理
事
に
は
各
文
化
教
室
の
代

表
者
だ
け
で
な
く
、
保
育
所
、

小
・
中
学
校
、
婦
人
会
や
青

年
団
の
代
表
の
方
も
加
入
し

て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、
各
文
化
教

室
の
連
絡
調
整
や
、
芸
能
発

表
会
、
文
化
祭
の
開
催
な
ど

で
す
。

　
事
務
局
は
教
育
委
員
会
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。
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○
実
質
公
債
費
比
率

　
公
債
費
（
村
の
借
金
の
返
済
額
）

と
標
準
財
政
規
模
と
の
割
合
で
す
。

　
18
％
を
超
え
る
と
危
険
エ
リ
ア

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
馬
路
村
は

14
・
9
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
将
来
負
担
比
率

　
地
方
債
現
在
高
（
借
金
の
総
額
）、

中
芸
広
域
連
合
等
へ
の
負
担
金
、

職
員
の
退
職
金
引
当
金
等
一
般
会

計
等
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的

な
負
債
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
比
率
で
す
。

　
馬
路
村
は
マ
イ
ナ
ス
92
・
0
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
馬
路

村
は
標
準
財
政
規
模
を
超
え
る
基

金
（
預
貯
金
）
を
持
っ
て
い
る
た

め
、
将
来
負
担
す
べ
き
負
債
を
基

金
で
す
べ
て
賄
え
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

1
・
職
員
の
任
命
及
び

　
　
　
職
員
数
に
関
す
る
状
況

　
・
採
用
者
　
0
人

　
・
職
員
数
　
42
人

　
・
退
職
者
　
2
人

2
・
職
員
の
給
与
の
状
況

　
前
号
の
広
報
う
ま
じ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

3
・
職
員
の
勤
務
時
間

　
　
そ
の
他
の
勤
務
条
件
の
状
況

○
勤
務
条
件
の
状
況

休
憩
時
間
を
除
き
、
4
週
間
を

超
え
な
い
期
間
に
つ
き

　
・
1
週
間
あ
た
り
　
40
時
間

　
・
始
業
時
間
　
8
時
30
分

　
・
終
業
時
間
　
17
時
30
分

※
特
殊
性
の
あ
る
職
務
に
つ
い
て
は

　
別
途
勤
務
時
間
を
定
め
て
い
る
。

○
休
暇
等
の
状
況（
平
成
20
年
中
）

　
・
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
状
況

　
・
病
気
休
暇
の
取
得
状
況

　
　
　
取
得
人
数
　
9
人

　
　
　
取
得
日
数
　
218
日

4
・
職
員
の
分
限
及
び
懲
戒
の
状
況

　
　
　
休
職
　
　
　
2
人

　
　
　
減
給
　
　
　
0
人

5
・
職
員
の
服
務
の
状
況

　
・
育
児
休
業
及
び

　
　
　
　
介
護
休
暇
取
得
者

　
　
　
　
　
　
1
人

　
・
職
務
専
念
義
務
免
除
の
状
況

　
　
　
　
　
　
5
人
　
延
べ
13
日

6
・
職
員
の
福
祉
及
び

　
　
　
利
益
の
保
護
の
状
況

　
○
健
康
診
断
及
び

　
　
　
　
人
間
ド
ッ
ク
の
実
施

　
・
健
康
診
断
受
診
者
数
　
5
人

　
・
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
数
35
人

　
・
公
務
災
害
　
　
　
　
　
0
件

7
・
研
修
の
状
況

　
　
（
こ
う
ち
人
づ
く
り

　
　
　
　
広
域
連
合
で
の
研
修
）

　
・
能
力
向
上
・
開
発
研
修
等
42
人

8
・
※
互
助
会
に
対
す
る

　
　
　
公
費
負
担
状
況
に
つ
い
て

　
○
互
助
会
に
対
す
る

　
　
　
　
　
公
費
負
担
額

　
　
　
　
　
　
　
　
9
7
5
千
円

　
○
会
員
一
人
当
た
り
の

　
　
　
　
　
公
費
の
補
助
金
額

　
　
　
　
　
2
2,
6
7
4
円

※
互
助
会
と
は
県
内
の
市
町
村
等

を
構
成
団
体
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
に
勤
務
す
る
職
員
の
福
利
の

増
進
と
向
上
を
図
り
、
地
方
自

治
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
財
団

法
人

○
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
普
通
会
計
だ
け
で
な
く
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
、
老
人
保
健

特
別
会
計
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別

会
計
の
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額

を
差
し
引
い
た
額
と
標
準
財
政
規

模
と
の
割
合
で
す
。

　
特
別
会
計
を
合
わ
せ
て
黒
字
な

の
か
赤
字
な
の
か
を
判
断
す
る
指

標
で
す
。

　
馬
路
村
の
連
結
赤
字
比
率
は
マ

イ
ナ
ス
10
・
00
％
1
0
0
0
0
1

千
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【参考】判断基準について

主要健全化比率の算定基準

○実質赤字比率

・早期健全化基準　…　市町村は財政規模に応じて11.25～15％

・財政再生基準　　…　市町村は20％

○実質公債費比率

・早期健全化基準　…　市町村は25％

・財政再生基準　　…　市町村は35％

※標準財政規模とは
地方公共団体の標準的な状態で、通常収入される見込みの経常的な一般財源を示すも

のです。

標準財政規模＝標準税収入額＋普通交付税

標準税収入額＝（基準財政収入額－地方譲与税－交通安全対策特別交付金－地方特例交

付金－市町村民税所得割〈うち税源移譲相当額〉×25％）×75％＋地方

譲与税＋交通安全対策特別交付金＋地方特例交付金

38
・
9
日

9
・
8
日

付
与
日
数

取
得
日
数

取

得

率
1
6
3
2
日

4
1
2
・
5
日

2
5
・
2
％

全
員

一
人
当
た
り

○
実
質
赤
字
比
率

　
普
通
会
計
（
一
般
会
計
と
診
療

所
会
計
）
の
歳
入
総
額
か
ら
歳
出

総
額
を
差
し
引
い
た
額
と
※
標
準

財
政
規
模
と
の
割
合
の
こ
と
で
す
。

黒
字
な
の
か
赤
字
な
の
か
判
断
す

る
指
標
で
す
。

 
プ
ラ
ス
数
字
で
す
と
赤
字
。
マ

イ
ナ
ス
数
字
で
す
と
黒
字
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
馬
路
村
は
、
マ
イ

ナ
ス
9
・
06
％
で
約
9
0
6
2
4

千
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
平
成
2020
年
度
年
度

自
治
体
財
政
健
全
化
法

自
治
体
財
政
健
全
化
法

に
基
づ
く

に
基
づ
く
4
つ
の
指
標

つ
の
指
標

を
公
表
し
ま
す

を
公
表
し
ま
す

平
成
20
年
度

自
治
体
財
政
健
全
化
法

に
基
づ
く
4
つ
の
指
標

を
公
表
し
ま
す

平
成
平
成
2020
年
度
年
度

馬
路
村
人
事
行
政

馬
路
村
人
事
行
政

　
　
　
運
営
状
況

　
　
　
運
営
状
況

平
成
20
年
度

馬
路
村
人
事
行
政

　
　
　
運
営
状
況
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村
で
は
、
毎
年
9
月
1
日
現
在

で
75
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
敬
老

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
魚
梁
瀬
地
区
は
41
人
の
対
象
者

の
う
ち
15
人
が
参
加
。
式
典
で
は

参
加
さ
れ
た
米
寿
の
方
2
人
に
村

長
か
ら
長
寿
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
式
典
の
あ
と
、
行
わ
れ
た
演
芸

の
部
で
、
保
育
園
児
、
小
学
生
、

中
学
生
の
踊
り
や
歌
、
器
楽
に
目

を
細
め
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
元
気

い
っ
ぱ
い
の
踊
り
で
舞
台
か
ら
落

ち
そ
う
な
保
育
園
児
に
ヒ
ヤ
リ
と

し
た
場
面
も
。
小
学
生
か
ら
は
心

の
こ
も
っ
た
手
作
り
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
安
芸
警
察

署
に
よ
り
ま
す
「
振
り
込
め
詐
欺

の
寸
劇
」
、
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
の
話
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し

た
。

　
昼
食
会
で
は
、
話
に
花
が
咲
き

終
了
予
定
時
間
を
超
え
て
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
馬
路
地
区
は
167
人
の
対
象
者
の

う
ち
71
人
が
参
加
。
式
典
で
は
村

長
が
式
辞
で
対
象
者
数
を
述
べ
る

と
驚
き
の
声
が
。
参
加
さ
れ
た
喜

寿
の
方
9
人
、
傘
寿
の
方
4
人
、

米
寿
の
方
5
人
に
村
長
か
ら
長
寿

祝
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
演
芸
の
部
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
で
中
学
生
が
出
演
で
き
な
い
ハ

プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
保

育
園
児
が
自
分
の
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
の
名
前
を
忘
れ
困
っ

た
顔
に
笑
い
が
起
き
た
り
、
小
学

生
の
楽
し
い
詩
の
朗
読
に
吹
き
出

し
た
り
と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
馬
路
で
も
安
芸
警
察
署
の
「
振

り
込
め
詐
欺
の
寸
劇
」
が
行
わ
れ
、

署
員
の
方
も
2
日
目
で
慣
れ
た
の

か
、
せ
り
ふ
で
笑
い
が
起
こ
る
こ

と
も
。

　
食
事
会
で
も
、
久
し
ぶ
り
に
顔

を
合
わ
せ
て
楽
し
い
会
話
が
飛
び

交
っ
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ま
、
来
年
も
お
元
気
で

　
敬
老
会
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

賀
寿（
長
寿
の
祝
い
）に
つ
い
て

還
暦
…
61
歳

緑
寿
…
66
歳

古
希
…
70
歳

喜
寿
…
77
歳

傘
寿
…
80
歳

米
寿
…
88
歳

卒
寿
…
90
歳

白
寿
…
99
歳

が
じ
ゅ

▲長寿祝金の贈呈

▲拍手喝采

▲参加者全員で記念撮影（馬路地区）

祝
　
敬
老

祝
　
敬
老

平
成
21
年
度
　
敬
老
会

9
月
8
日
　
魚
梁
瀬
地
区

9
月
9
日
　
馬
路
地
区

馬 路 村 俳 壇
て
ぎ
わ
よ
く
鰻
を
捌
く
嫁
と
住
む

仲
秋
や
母
は
明
る
き
唄
う
た
う 

山
　
喜
久
子

新
涼
や
ゴ
ー
ヤ
の
蔓
の
ま
だ
伸
び
て

せ
が
ま
れ
て
や
っ
と
炊
き
を
る
栗
お
こ
わ 

高
芝
　
栄
子

別
れ
蚊
を
気
に
も
と
め
ず
に
夜
の
膳

盃
か
わ
す
名
前
知
ら
な
き
秋
祭 

西
山
　
徳
裕

落
鮎
の
ゆ
ず
た
っ
ぷ
り
と
姿
鮨

ひ
ま
わ
り
の
花
弁
の
け
れ
ば
我
に
似
る 

山
本
　
美
幸

榊
の
実
雨
の
あ
が
り
し
屋
敷
神

熱
き
茶
を
分
け
る
人
な
く
き
り
ぎ
り
す 

中
屋
　
良
子

天
主
閣
み
え
て
昇
段
試
験
か
な

鳴
り
は
じ
む
か
ら
く
り
時
計
秋
日
濃
し 

小
松
　
健
児

魚
よ
り
子
供
の
多
き
あ
め
ご
取
り

夕
立
は
か
み
な
り
様
の
か
く
れ
ん
ぼ 

中
村
　
　
朔

秋
風
や
頭
は
さ
む
き
露
天
の
湯

ひ
る
の
虫
那
智
の
大
社
に
ぬ
か
ず
き
ぬ 

山
　
　
裕
之

母
刀
自
の
ふ
か
き
寝
息
や
夜
の
長
き

バ
ン
ガ
ロ
ー
天
蚕
ひ
と
つ
拾
ひ
け
り 

氏
原
　
　
淑

十
六
夜
の
月
の
恋
し
き
島
の
宿

瀬
戸
内
の
島
八
百
や
登
高
す 

池
　
　
蘭
子

逢
う
こ
と
の
た
の
し
き
岸
の
彼
岸
花

秋
風
や
隠
し
き
れ
な
い
瓜
の
跡 

東
谷
　
晴
男

と
　
じ

て
ん
さ
ん

い
ざ  

よ   

ひ

平
成
20
年
度

自
治
体
財
政
健
全
化
法

に
基
づ
く
4
つ
の
指
標

を
公
表
し
ま
す

平
成
20
年
度

馬
路
村
人
事
行
政

　
　
　
運
営
状
況
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─ 長滝檜立山のふもとで ─（6 ）
ながたきひのきたてやま

や す だ ご う や ま

安田川山物語

文・構成　/　清岡博之

　
◇
山
ま
つ
り

　
前
年
度
分
の
計
画

事
業
を
達
成
し
終
え

新
年
度
が
始
ま
る
4

月
に
「
山
ま
つ
り
」

と
称
す
る
安
全
祈
願

祭
を
行
っ
た
。

　
神
官
を
ま
ね
き
「
山

の
神
」
の
祠
前
で
神

事
を
執
り
行
っ
た
あ
と
、

久
藪
に
あ
る
事
務
所

の
客
室
で
折
り
弁
当

と
酒
で
祝
う
。
そ
ま

組
と
ひ
よ
う
組
は
合

同
だ
っ
た
。

　
◇
　
休
　
日

　
定
目
と
い
っ
て
毎
月
28
日
が
定

休
日
だ
っ
た
。
大
雨
や
大
雪
、
農

繁
期
に
は
任
意
で
仕
事
を
休
む
。

昭
和
36
年
ご
ろ
に
な
っ
て
毎
日
曜

日
が
休
み
と
な
る
。

　
定
目
の
前
日
に
は
仕
事
を
終
え

る
と
歩
い
て
家
へ
帰
り
、
農
作
業

な
ど
を
済
ま
し
、
29
日
の
朝
早
く

に
山
へ
戻
っ
た
。
雨
や
雪
で
仕
事

が
で
き
な
い
日
に
は
小
屋
で
休
養

や
道
具
の
手
入
れ
に

当
て
た
。
良
質
の
カ

シ
の
木
を
さ
が
し
て

道
具
の
柄
を
作
る
の

も
休
日
で
あ
っ
た
し
、

そ
ま
は
〝
ヤ
〞
を
作

り
、
ノ
コ
ギ
リ
の
目

を
立
て
た
。

　
自
分
の
山
へ
植
え

る
た
め
に
実
生
の
ス

ギ
苗
を
拾
い
に
い
っ

た
り
、
ス
ギ
の
実
を

と
り
に
い
っ
た
り
す

る
者
も
い
た
。

　
み
ん
な
が
一
斉
に

休
む
盆
・
正
月
に
は

機
関
車
の
便
を
借
り

て
ボ
サ
箱
へ
乗
り
込

ん
だ
。
休
み
が
明
け
て
小
屋
へ
戻

る
と
き
に
は
ミ
ソ
や
カ
ン
ヅ
メ
な

ど
の
食
料
や
日
用
品
を
入
れ
た
大

き
な
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
く
る
。

そ
の
姿
を
「
入
り
山
を
す
る
」
と

い
っ
た
。
　

　
昭
和
37
年
に
奥
安
へ
事
業
所
が

移
っ
て
か
ら
は
ガ
ソ
リ
ン
機
関
車

1
台
が
山
持
ち
（
事
業
所
管
理
）

と
な
り
、
専
属
の
運
転
手
も
配
属

さ
れ
行
き
来
が
便
利
に
な
っ
た
。

住
む
小
屋
も
立
派
で
電
気
炊
飯
器

で
飯
を
た
き
、
小
型
の
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
で
煮
た
き
も
で
き
た
。

　
◇
　
賃
　
金

　
達
成
し
た
仕
事
量
に
応
じ
て
賃

金
が
支
払
わ
れ
る
出
来
高
制
だ
っ

た
が
、
1
人
役
い
く
ら
で
支
払
わ

れ
る
直
営
の
仕
事
も
あ
っ
た
。

　
昭
和
30
年
の
仕
事
の
出
来
高
の

1
人
役
は
650
円
で
、
直
営
は
560
円

で
あ
っ
た
。
2
号
イ
ン
ク
ラ
イ
ン

の
上
段
で
仕
事
を
し
て
い
た
35
年

12
月
の
厘
代
で
は
1
石
（
0
・

2
8
裙
）
あ
た
り
集
材
27
円
、
積

み
込
み
18
円
、
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
下

ろ
し
13
円
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ひ

よ
う
は
組
み
（
グ
ル
ー
プ
）
仕
事

な
の
で
組
頭
の
よ
う
な
者
を
決
め

て
い
た
。
組
頭
は
日
々
の
仕
事
内

容
を
記
帳
し
、
集
計
し
た
も
の
を

毎
月
20
日
し
め
で
事
務
所
へ
報
告

し
た
。
報
告
前
に
作
業
員
は
組
頭

の
部
屋
へ
集
ま
り
、
内
容
の
確
認

を
す
る
。
そ
れ
を
も
と
に
前
月
の

ほ
こ
ら

じ
ょ
う
も
く

山
を
お
り
て
運
動
会
も
　
職
域
５
チ
ー
ム
が
対
抗

り
ん
だ
い

昨
年
の
「
12
月
広

報
」
か
ら
連
載
し
て

き
た
。
今
号
は
そ
の

ほ
か
の
で
き
ご
と
に

簡
単
に
ふ
れ
て
最
後

の
ま
と
め
と
す
る
。

運
動
会
で
あ
る
。
30
年
に
は
優
勝
が
保
線
・
土
場
組
で
、

河
平
、
朝
日
出
、
安
田
川
の
各
事
業
所
が
続
き
、
署
が
５
位

と
な
る
。
前
年
は
朝
日
出
事
業
所
が
優
勝
。
大
勢
の
参
加
者

や
観
客
が
あ
り
村
民
運
動
会
よ
り
も
に
ぎ
や
か
で
あ
っ
た

と
い
う
。
応
援
の
旗
も
な
び
い
て
い
る
。
＝
旧
馬
路
中
学
校
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馬路営林署の事務所（昭和29年竣工、工費320万円＝現馬
路村農協本所）。手前から事業、経営、庶務課で30人弱の
職員がいた。奥に立っているのは明治29年の初代から数え
て第28代の田村朋厚署長（昭和29年7月～31年7月在任）。
後に林野庁長官を経て宮崎県知事となる松形祐尭氏は、23
年10月から翌年9月まで第25代の署長を務めた。

21
日
か
ら
20
日
ま
で
の
賃
金
が
翌

月
に
支
払
わ
れ
る
。

　
◇
　
幕
を
と
じ
る

　
上
流
域
の
伐
採
・
搬
出
を
終
え

た
36
年
の
4
月
に
は
、
切
り
残
し

て
あ
っ
た
中
・
下
流
域
の
軌
道
下

の
搬
出
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。

　
伐
採
・
造
材
を
す
で
に
終
え
た

そ
ま
組
は
小
屋
を
先
に
出
て
次
の

山
へ
移
り
、
ひ
よ
う
組
に
も
下
の

久
藪
へ
下
が
る
者
が
あ
っ
た
。
同

年
の
夏
に
は
搬
出
も
す
べ
て
完
了

し
、
こ
の
物
語
も
幕
を
と
じ
る
。

　
30
年
代
末
に
は
森
林
軌
道
は
自

動
車
道
に
代
わ
り
、
事
業
所
も
日

浦
の
署
へ
下
が
り
、
作
業
員
ら
も

自
宅
か
ら
の
通
い
が
可
能
と
な
っ

て
山
小
屋
暮
ら
し
も
姿
を
消
す
。

　
物
語
を
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て

次
の
方
々
や
機
関
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
。
深
謝
す
る
。
　
　

　
乾
　
　
正
逸
　
　
乾
　
　
要
人

　
乾
　
　
源
規
　
　
岩
城
　
安
夫

　
岩
城
　
幸
茂
　
　
尾
谷
　
政
治

　
尾
谷
　
花
喜
　
　
清
岡
　
勇
美

　
比
奈
岡
忠
雄

　
安
芸
森
林
管
理
署

　
高
知
市
民
図
書
館
『
寺
田
正
写

　
真
文
庫
』

　
営
林
署
か
ら
の
請
負
仕
事

を
や
っ
て
い
た
父
親
に
つ
い

て
、
戦
時
の
勤
労
動
員
か
ら

戻
っ
た
終
戦
の
8
月
に
山
仕

事
に
入
っ
た
。
細
め
の
レ
ー

ル
1
本
を
使
う
「
単
軌
キ
ン

マ
」
の
敷
設
や
石
を
積
ん
だ

橋
台
づ
く
り
も
手
伝
っ
た
。

　
23
年
7
月
に
魚
梁
瀬
署
の

大
谷
事
業
所
へ
入
っ
た
。

　
機
械
が
好
き
で
、
イ
ン
ク

ラ
の
上
段
で
ガ
ソ
リ
ン
機
関

車
（
野
村
式
4
ｔ
車
）
の
運

転
を
2
年
間
や
っ
た
。

　
大
谷
の
口
に
発
電
所
が
あ

っ
た
せ
い
か
、
集
材
に
は
発

動
機
で
は
な
く
220
Ｖ
―

20
馬

力
の
モ
ー
ト
ル
を
使
っ
て
い

た
。
エ
ン
ド
レ
ス
方
式
で
は

な
い
が
ド
ラ
ム
が
3
つ
あ
る

「
三
胴
式
」
だ
っ
た
。
小
屋

の
風
呂
も
電
気
で
わ
か
し
て

い
た
。

　
途
中
か
ら
そ
ま
を
や
っ
て

み
よ
う
と
思
い
立
ち
道
具
を

そ
ろ
え
て
そ
ま
の
組
み
入
り

し
た
。

　
「
サ
ン
パ
チ
」
と
呼
ぶ
長

さ
三
尺
八
寸
の
ノ
コ
ギ
リ
を

今
も
持
つ
。
サ
ヤ
へ
は
1
寸

ご
と
に
目
盛
を
つ
け
、
山
で

「
け
ん
ざ
あ
」
を
作
る
と
き

の
目
安
と
し
た
。

　
石
仙
で
西
川
・
中
川
か
ら

出
て
き
た
木
材
を
つ
け
、
魚

梁
瀬
で
谷
山
か
ら
の
を
、
東

川
口
で
東
川
か
ら
の
を
、
栃

谷
、
大
谷
で
も
順
番
に
つ

け
、
20
台
を
超
し
た
貨
車

を
連
結
し
て
奈
半
利
川
沿
い

を
下
が
っ
て
い
く
蒸
気
機
関

車
の
姿
は
、
そ
れ
は
見
事
な

も
の
だ
っ
た
。
今
も
記
憶
に

焼
き
つ
い
て
い
る
。

20年８月に勤労動員から
戻って山仕事へ！

岩城安夫さん
昭和５年生まれ

　
製
材
所
で
少
し
働
い
て
か

ら
、
終
戦
間
も
な
く
に
山
仕

事
へ
入
っ
た
。
数
え
年
19
歳

ご
ろ
だ
っ
た
。
　

　
須
垣
谷
の
奥
で
貨
車
へ
の

積
込
み
の
仕
事
へ
つ
い
た
の

が
最
初
だ
。
当
時
は
木
炭
機

関
車
の
た
め
け
ん
引
力
が
弱

く
、
貨
車
を
５
台
ほ
ど
ひ
く

の
が
限
度
だ
っ
た
。

　
須
垣
谷
が
す
ん
で
長
滝
へ

移
っ
た
。
発
動
機
は
力
が
弱

か
っ
た
。
今
の
耕
運
機
な
み

の
15
馬
力
で
、
回
転
も

5
0
0
回
転
／
分
、
コ
ー
ル

タ
ー
ル
の
よ
う
な
質
の
悪
い

重
油
を
燃
料
と
し
て
い
た
。

気
温
の
低
い
朝
に
は
、
ね
ば

っ
て
エ
ン
ジ
ン
も
か
か
り
に

く
く
、
下
か
ら
火
を
た
い
て

油
を
ぬ
く
め
て
流
動
さ
せ
た
。

　
油
と
、
排
気
の
ス
ス
で
汚

れ
、
「
源
規
は
人
間
や
ら
イ

ノ
シ
シ
や
ら
分
か
ら
ん
よ
う

な
格
好
で
家
へ
い
に
よ
っ
た
」

な
ど
と
い
わ
れ
た
も
の
だ
。

　
30
年
を
過
ぎ
る
と
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
高
速
集
材

機
が
入
っ
た
。
100
馬
力
―

3,
0
0
0
回
転
ほ
ど
あ
り
、

ず
い
ぶ
ん
と
効
率
が
上
が
っ

た
。
そ
の
お
か
げ
で
天
狗
の

ふ
も
と
ま
で
集
材
線
を
張
っ

て
一
気
に
集
材
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
現
場
が
須
垣
谷
や
1
号
イ

ン
ク
ラ
イ
ン
の
周
辺
あ
た
り

ま
で
は
土
川
に
あ
る
実
家
か

ら
通
い
、
そ
の
後
は
現
場
小

屋
へ
住
み
こ
ん
だ
。

　
30
数
年
ご
ろ
に
な
っ
て
見

よ
う
見
ま
ね
で
そ
ま
仕
事
も

や
っ
た
。

人間やらシシやら
分からんようになって！

乾　源規さん
昭和３年生まれ
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倒木にも降りかかる落ち葉は
まだ鮮やかな色彩を残してい
る。絡むカズラが静寂のなか
に動感を演出する。

　
魚
梁
瀬
丸
山
台
地
か
ら
約
1
時

間
（
19
袰
）
、
西
又
東
又
林
道
も

終
点
が
近
い
2
1
2
8
林
班
東
端

付
近
へ
車
を
置
く
。
林
道
を
少
し

先
へ
歩
き
、
赤
土
が
ざ
れ
こ
む
小

さ
な
サ
コ
か
ら
登
り
始
め
る
。
近

く
の
ウ
ネ
に
踏
み
道
を
さ
が
し
、

急
坂
の
植
林
地
内
を
1
時
間
ほ
ど

登
る
と
、
ま
わ
り
の
林
相
が
一
変

す
る
。
徳
島
県
と
の
境
を
な
す
東

西
へ
の
び
る
稜
線
へ
打
ち
あ
が
っ

た
の
だ
。

　
庭
師
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
の

で
は
と
、
場
違
い
な
錯
覚
を
お
こ

さ
せ
る
ほ
ど
に
〝
人
好
み
〞
の
自

然
林
で
あ
る
。
県
境
の
稜
線
か
ら

想
像
さ
せ
る
荒
々
し
さ
は
ど
こ
に

も
な
い
。
10
月
の
末
、
木
立
の
下

は
一
足
先
に
散
っ
た
落
ち
葉
で
う

ま
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
頭
上
で

今
を
盛
り
と
す
る
黄
葉
の
シ
ロ
モ

ジ
や
赤
葉
の
カ
エ
デ
類
も
目
を
ひ

く
が
、
今
は
地
表
が
美
し
い
。
　

　
散
っ
て
な
お
鮮
や
か
な
色
を
残

し
て
い
る
も
の
が
主
役
な
の
か
、

茶
と
化
し
た
も
の
が
そ
う
な
の
か
。

複
雑
に
か
ら
む
大
小
の
葉
脈
が
な

す
こ
と
か
、
不
規
則
に
大
き
く
、

い
や
細
か
く
も
縮
れ
た
落
ち
葉
が

一
帯
を
覆
う
。
秋
の
木
漏
れ
日
に

光
と
影
が
交
差
し
太
糸
の
編
み
物

の
よ
う
だ
。
こ
の
秋
、
ま
だ
誰
も

が
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。

 
甚
吉
森
へ
向
か
う
。
ト
チ
ノ
キ

の
足
元
を
通
っ
て
い
る
こ
と
を
、

落
ち
葉
が
教
え
て
く
れ
る
。
長
さ

25
袍
ほ
ど
の
特
徴
あ
る
落
ち
葉
が

渦
巻
い
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
ま
で

の
〝
カ
サ
カ
サ
〞
と
い
う
足
音
に

濁
音
が
交
じ
り
、
に
ぎ
や
か
で
も

あ
る
。
ま
わ
り
の
ブ
ナ
は
黄
色
と

い
う
よ
り
、
今
は
金
色
に
近
い
。

◇
　
◆
　
◇

　
適
度
な
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰

り
返
し
、
最
後
に
少
し
の
ぼ
る

と
甚
吉
森
の
頂
上
に
立
つ
。
登

り
口
か
ら
3
時
間
少
々
を
要
し

た
。
村
内
で
最
も
高
い
標
高

（
1,
4
2
3
ｍ
）
を
誇
り
な
が

ら
も
お
皿
を
ふ
せ
た
よ
う
な
お

だ
や
か
な
頂
上
で
あ
る
。
ほ
ぼ

360
度
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、

ほ
か
に
は
な
い
超
一
級
の
展
望

だ
。
真
北
に
は
建
物
や
鉄
塔
が

目
印
と
な
る
徳
島
県
剣
山
、
４０

度
近
く
西
に
寄
る
と
旧
物
部
村

の
北
に
位
置
す
る
白
髪
山
や
三

嶺
を
望
み
、
南
半
分
に
は
魚
梁

瀬
山
の
全
容
を
見
渡
す
こ
と
が

で
き
る
。
南
谷
近
く
の
東
屋
も

確
認
で
き
る
。

　
千
本
山
は
甚
吉
森
か
ら
南
へ

伸
び
る
半
島
だ
、
と
い
う
古
老
の

言
葉
が
こ
こ
で
は
実
感
で
き
る
。

た
し
か
に
旺
盛
な
成
長
期
に
あ
る

若
い
人
工
林
と
違
い
、
千
本
山
は

黒
い
森
と
な
っ
て
足
元
か
ら
伸
び

て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
は
黒
い
森
（
Ｓ

ｃ
ｈ
ｗ
ａ
ｒ
ｚ
 
ｗ
ａ
ｌ
ｄ
）
と

い
う
モ
ミ
を
主
体
と
し
た
森
林
地

帯
が
あ
り
国
民
に
親
し
ま
れ
て
い

る
と
聞
い
た
。
千
本
山
を
見
下
ろ

す
と
他
の
山
々
と
の
違
い
が
き
わ

だ
っ
て
い
る
。
か
け
が
え
の
な
い

財
産
が
魚
梁
瀬
に
は
あ
る
。

　
そ
の
ま
ま
東
に
た
ど
る
と
お
化

け
杉
に
達
す
る
が
縦
走
は
次
の
機

会
に
譲
り
、
帰
路
も
同
じ
経
路
と

し
た
。
稜
線
か
ら
林
道
へ
降
り
こ

む
分
岐
が
分
か
り
づ
ら
い
の
で
注

意
を
要
す
る
。
登
山
口
ま
で
2
時

間
で
あ
っ
た
。

〔
調
査
:
平
成
20
年
10
月
30
日
〕

,

頂上は超一級の展望

甚
吉
森
へ
続
く
稜
線
の
木
立

稜線にはブナやトチノキ、イチイ、ヒノキな
どの高木もあるが、ここでは木立がトンネル
を形成し、そのなかを小道が続く。落ち葉の
たい積が繰り返され深い腐葉土となっている。



た
い
ら
の
あ
つ
も
り

た
い
ら
の
あ
つ
も
り

く
ま

が
い
な
お
ざ
ね
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五
　
参
考
事
項

（
ア
）
一
ノ
谷
は
、
神
戸
市
須
磨

の
西
方
の
地
名
。

　
　
　
一
一
八
四
年
、
源
義
経
が

平
氏
の
軍
を
打
ち
破
っ
た

と
こ
ろ
。

（
イ
）
「
平
家
物
語
」
を
お
持
ち

の
方
は
ご
覧
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。

（
ウ
）
上
部
使
用
材
裏
面
に
墨
書

及
び
墨
版
あ
り
。

（
記
載
内
容
不
明
）

（
エ
）
な
お
、
平
家
物
語
な
ど
に

題
材
を
得
て
、
武
士
道
に

情
を
取
り
入
れ
た
浄
瑠
璃

が
語
ら
れ
、
歌
舞
伎
で
演

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
オ
）
一
ノ
谷
の
戦
に
敗
れ
、
一

人
敗
走
す
る
平
敦
盛
が
熊

谷
直
実
に
討
た
れ
、
敦
盛

を
討
っ
た
直
実
が
供
養
し

た
話
は
、
平
家
物
語
な
ど

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

 

一
　
画
題

　
一
ノ
谷
図

　
平
家
の
公
達

　
平
敦
盛

  

二
　
奉
納
年

　
天
保
五
年

 

三
　
形
状

　
板
絵
着
色
屋
根
型

　
横
二
枚
板
・
杉
材

 

四
　
銘
文

　
「
天
保
五
年
八
月
」

　
「
諸
願
成
就
」

　
「
土
居
潮
成
謹
拝
」

23村の絵馬・故事・俗信



馬
路
・
平
和
学
習

中
芸
水
泳
記
録
会

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
魚
梁
瀬

おらが村の学校便り①おらが村の学校便り①おらが村の学校便り①

　学校をより身近に感じていただけるように、村内の学校の取り組みや、子どもたちの様子や表情などお伝え

していきます。子どもたちの成長をいっしょに見守ってください。

学校便りをもっと身近に
リニューアルしました！

　
夏
休
み
の
全
校
登
校
日
（
終
戦

記
念
日
）
に
平
和
集
会
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
は
標
語
の
発
表
と
「
折

り
鶴
」
の
合
唱
。
そ
し
て
村
在
住

の
岩
城
佳
子
さ
ん
と
国
広
安
子
さ

ん
に
戦
争
体
験
談
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。

　
夏
休
み
に
入
っ
た
初
日
、
魚
梁

瀬
で
は
恒
例
の
夏
祭
り
が
あ
り
ま

し
た
。

礼
儀
が
大
事

　
相
撲
で
一
番
大
事
に
さ
れ
て
い

る
の
は
礼
儀
作
法
で
す
。
一
礼
を

し
て
土
俵
に
入
り
、
「
よ
い
し
ょ

う
！
」
と
い
う
周
り
の
子
た
ち
の

か
け
声
を
聞
き
な
が
ら
四
股
を
踏

み
ま
す
。
蹲
踞
や
柏
手
の
格
好
に

最
初
は
足
が
痛
く
て
つ
ら
そ
う
な

子
ど
も
も
い
ま
し
た
。
丁
寧
に
、

礼
儀
正
し
く
、
力
い
っ
ぱ
い
に
相

撲
を
と
る
姿
は
り
り
し
く
、
見
る

人
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

楽
し
い
夜
祭
り

　
歌
謡
シ
ョ
ー
に
女
の
子
た
ち
が

浴
衣
を
着
て
登
場
し
た
り
、
間
近

で
見
ら
れ
る
花
火
を
楽
し
ん
だ
り

し
て
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　
13
歳
の
時
、
朝
鮮
北
部
の
チ
ョ

ン
ジ
ン
に
い
た
岩
城
さ
ん
は
、
ソ

連
の
侵
攻
か
ら
逃
れ
よ
う
と
命
か

ら
が
ら
38
度
線
を
越
え
、
本
土
に

戻
ら
れ
ま
し
た
。

　
終
戦
時
、
国
広
さ
ん
は
20
歳
。

当
時
は
神
風
が
吹
い
て
日
本
は
勝

つ
と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
食

糧
不
足
に
耐
え
、
は
る
か
上
空
を

飛
ぶ
敵
機
を
憎
み
、
た
く
さ
ん
の

兵
士
を
見
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
お
2
人
か
ら
「
戦
争
は

国
と
国
と
の
人
の
殺
し
合
い
で
す
。

日
本
は
と
て
も
い
け
な
い
こ
と
を

し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
被
害
も

受
け
ま
し
た
。
二
度
と
戦
争
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
、
皆
さ
ん
は
両
親

や
先
生
の
言
う
こ
と
を
よ
く
聞
い

て
し
っ
か
り
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
」

と
児
童
に
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
中
芸
水
泳
記
録
会
は
、

7
月
29
日
、
安
田
中
学
校
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
夏
休
み
に
入
っ
て
か

ら
も
毎
日
泳
ぎ
の
練
習
を
重
ね
て

き
た
子
ど
も
た
ち
。
少
し
緊
張
し

つ
つ
、
楽
し
み
な
が
ら
臨
ん
で
い

ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
自
由
形
や
平
泳

ぎ
な
ど
、
自
分
の
得
意
な
泳
ぎ
で

記
録
に
挑
戦
し
ま
す
。
ふ
だ
ん
泳

ぎ
慣
れ
て
い
る
所
と
は
違
う
中
学

校
の
大
き
な
プ
ー
ル
。
で
も
み
ん

な
真
剣
な
表
情
で
一
生
懸
命
の
泳

ぎ
を
見
せ
て
く
れ
る
の
で
、
応
援

に
力
が
入
り
ま
す
。
本
番
の
緊
張

感
も
あ
っ
て
か
、
い
つ
も
よ
り
い

い
タ
イ
ム
が
出
る
子
も
多
く
、
応

援
席
に
帰
る
と
、
大
き
な
拍
手
に

迎
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
の
種
目
、
200
メ
ー
ト
ル
男

子
の
リ
レ
ー
に
は
、
馬
路
か
ら
5
・

6
年
生
の
3
人
、
魚
梁
瀬
か
ら
5

年
生
が
1
人
、
代
表
で
出
場
し
ま

し
た
。
ス
タ
ー
ト
の
合
図
と
と
も

に
勢
い
よ
く
飛
び
込
み
ま
す
。
思

わ
ず
応
援
席
で
も
手
に
汗
握
る
白

熱
し
た
レ
ー
ス
。
気
が
つ
け
ば
馬

路
も
魚
梁
瀬
も
、
大
人
も
子
ど
も

も
一
緒
に
な
っ
て
声
を
張
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。
一
番
で
ゴ
ー
ル
し

た
も
の
の
、
フ
ラ
イ
ン
グ
で
残
念

な
結
果
に
。
で
も
、
選
手
も
応
援

も
一
つ
に
な
っ
た
素
晴
ら
し
い
レ
ー

ス
で
し
た
。

懸
命
の
泳
ぎ
に
拍
手
！

白
熱
し
た
混
合
チ
ー
ム
リ
レ
ー

そ
ん
き
ょ
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チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
イ

夏
の
全
校
キ
ャ
ン
プ

おらが村の学校便り①

　
1
日
目
の
主
な
活
動
は
、
な
ん

と
い
っ
て
も
オ
ー
シ
ャ
ン
・
カ
ヤ
ッ

ク
。
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
馬
路
村

で
は
絶
対
に
体
験
で
き
な
い
海
で

の
活
動
で
す
。
3
人
1
組
に
な
っ

た
子
ど
も
た
ち
は
、
自
然
の
家
の

お
兄
さ
ん
に
カ
ヤ
ッ
ク
の
扱
い
方

を
教
え
て
も
ら
い
港
へ
Ｇ
Ｏ
。
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
徐
々
に
コ

ツ
を
つ
か
み
、
活
動
が
終
わ
る
こ

ろ
に
は
、
全
員
が
カ
ヤ
ッ
ク
を
乗

り
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

　
自
然
の
家
で
の
、
も
う
ひ
と
つ

の
お
楽
し
み
は
暗
闇
体
験
で
す
。

真
っ
暗
な
山
道
を
、
懐
中
電
灯
の

灯
り
だ
け
を
頼
り
に
目
的
地
ま
で

歩
い
て
い
く
体
験
に
、
思
わ
ず
泣

き
出
す
女
子
も
い
ま
し
た
が
、
本

当
の
暗
闇
を
知
ら
な
い
今
の
子
ど

も
た
ち
に
は
貴
重
な
体
験
と
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
魚
梁
瀬
中
学
校
で
は
、
隔
年
で

キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
お
り
、
生
徒

た
ち
に
と
っ
て
最
も
楽
し
み
な
行

事
の
一
つ
で
す
。

　
8
日
は
、
学
期
末
テ
ス
ト
の
最

終
日
で
も
あ
り
、
一
学
期
の
ま
と

め
と
な
る
大
事
な
テ
ス
ト
を
や
り

終
え
た
後
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
喜
び

も
ひ
と
し
お
、
生
徒
た
ち
は
わ
く

わ
く
す
る
気
持
ち
を
抑
え
き
れ
ず
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
出
発
し
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
、
予
定
し
て
い
た
ミ

ニ
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
海
洋
深
層
水
研
究
所

や
海
底
地
震
総
合
観
測
所
を
見
学

し
、
そ
の
後
は
室
戸
岬
の
遊
歩
道

を
散
策
し
ま
し
た
。
馬
路
で
は
見

ら
れ
な
い
植
物
を
観
察
し
た
り
、

空
海
が
修
行
し
た
と
い
わ
れ
る
み

く
ろ
洞
を
見
学
し
た
り
、
教
室
で

は
で
き
な
い
学
習
が
た
く
さ
ん
で

き
ま
し
た
。
こ
の
2
日
間
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
は
様
々
な
こ
と

に
挑
戦
し
、
ま
た
ひ
と
つ
成
長
し

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

〜
野
外
活
動
に
学
ぶ
〜

　
魚
梁
瀬
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

は
、
緑
の
木
々
に
囲
ま
れ
、
ダ
ム

湖
を
見
下
ろ
す
抜
群
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も

大
好
き
な
こ
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
、

7
月
8
日
（
水
）
・
9
日
（
木
）

に
全
校
キ
ャ
ン
プ
が
あ
り
ま
し
た
。

〜
室
戸
の
自
然
を
満
喫
〜

　
7
月
9
日
（
木
）
・
10
日
（
金
）

の
2
日
間
、
国
立
室
戸
青
少
年
自

然
の
家
で
の
体
験
活
動
が
あ
り
ま

し
た
。
馬
路
中
学
校
で
は
、
修
学

旅
行
の
な
い
年
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
イ
」
と
銘
打
っ
て
、
普
段
の
学

校
生
活
で
は
で
き
な
い
活
動
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の
た
め
に
、
生
徒
会
執

行
部
は
、
話
し
合
い
を
重
ね
、
全

校
生
徒
が
楽
し
め
る
行
事
に
な
る

よ
う
に
、
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
子
ど
も
た
ち
の
願
い

が
通
じ
た
の
か
前
日
ま
で
の
梅
雨

空
が
う
そ
の
よ
う
に
晴
れ
、
心
配

し
て
い
た
海
の
活
動
も
で
き
、
室

戸
の
自
然
を
満
喫
し
た
2
日
間
に

な
り
ま
し
た
。

　
道
具
や
条
件
が
限
ら
れ
た
中
で

の
野
外
活
動
は
、
知
恵
や
工
夫
、

行
動
力
や
団
結
力
が
問
わ
れ
ま
す
。

 
自
分
た
ち
で
献
立
を
考
え
、
火

を
お
こ
す
こ
と
か
ら
調
理
ま
で
、

一
人
一
人
が
役
割
を
担
い
、
力
を

合
わ
せ
て
生
き
生
き
と
活
動
し
て

い
ま
し
た
。
ま
き
の
煙
と
格
闘
し

な
が
ら
お
こ
し
た
火
で
、
炒
め
た

り
煮
込
ん
だ
り
し
た
夕
食
は
、
手

間
と
愛
情
を
か
け
た
温
か
い
味
が

し
ま
し
た
。
日
が
暮
れ
た
後
は
、

ス
イ
カ
割
り
（
満
腹
で
も
ス
イ
カ

は
別
腹
！
）
、
花
火
な
ど
を
楽
し

み
、
山
の
中
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
大

き
な
笑
い
声
が
響
き
ま
し
た
。

広報うまじ249号 ――――（１１
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外国語指導助手　ナオミ・クロスビー・イワサキ
（アイルランド　ダブリン出身）

ナオミよ
!

▲写真：聖アンドリューにて

▲右：ウィリー・オーディ氏

故

郷

で

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

故郷での夏休み

　夏休みを故郷で過ごすのは、今年が初めてです。

過ごしにくいアイルランドの夏から逃れるために、

たいてい、ヨーロッパのどこかの国へ出かけてい

るので、なんだか不思議な気持ちでしたが、友だ

ちや家族と一緒に過ごすことができてよかったです。

会いたかったすべての人たちに会うのには少し時

間が足りないぐらいでしたが、2週間半、故郷で過

ごしました。

　アイルランドへ帰り着いた時、すぐにでも寝た

かったのですが（20時間以上かかったので）、家

族は私をそうしてはくれず、私はギネス（アイル

ランド産の黒ビール）を2本も飲むことになってし

まいました。次の日、ダブリンの友達に会いに行き、

一緒にアイルランド対オーストラリアのフットボ

ールの試合を見ましたが、残念ながらアイルラン

ドは3対0で負けてしまいました…でも、次は、き

っと！

　アイルランドにいる間に、スコットランドの友

達のところに行き、グラスゴー（南西部の港市）

やエディンバラ（首都・多くの観光客で賑わう芸

術祭典が行われる場所）、聖アンドリュー（ゴル

フの発祥地）を訪れました。

　また、ローモンド湖のほとりにある幽霊ホテル

と呼ばれているところに泊まりました。皆さんは、

ローモンド湖についての歌（“ロッホ・ローモン

ド”）なんて知らないと思っているかもしれませ

んが、実は聞いたことがあるのです。私は馬路小

学校の子どもたちが演奏しているのを度々耳にし

ます。この幽霊ホテルは1705年に建てられたもの

で、いろいろな言い伝えがあります。そのひとつ

は、近くの川で少女ができ死し、発見後にこのホ

テルに置かれていたという話で、客の多くは、ベ

ッドの隣にいる冷たく、濡れた物体に気づき、夜

中に目が覚めるそうです。果たして、私は幽霊を

見たのでしょうか…いいえ。しかし、私はこの不

思議な場所で貴重な時を過ごすことができました。

　アイルランドの西の方にあるリメリック市を訪

れた時、ある晩パブへ行くと、お酒を飲みに来て

いたアイルランドの防衛大臣“ウィリー・オーデ

ィ”に偶然会いました。私が彼に写真を撮らせて

くれるように頼みましたところ、快く引き受けて

くれましたが、その時、彼はこう言いました。「こ

の写真を見た日本人の誰も僕が防衛大臣なんて信

じないよ！」と。

　アイルランドから日本への直行便がないので、

ロンドン経由で帰りましたが、ロンドンへ向かう

飛行機内で、なんと、アイルランドの大統領“メ

アリー・マッカリース”と一緒になりました。経

済危機に直面しているアイルランドの大統領が、

専用機を使っていないことを知り、うれしく思い

ました。

　私は故郷ですばらしい時を過ごしましたが、馬

路に戻ってくることが楽しみでもありました。ま

た、馬路に来たことのある私の友達や家族みんな

が、「馬路の皆さんによろしく」「皆さんの優し

さにもう一度お礼を言いたい」と申していました。

 “本当にありがとう。そして、これからも、ど

うかよろしくお願いします”
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「
救
急
搬
送
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
有
用
性
に
つ
い
て
」

　10月に入り、朝夕めっき

り涼しくなりました。ス

ポーツの秋で体育祭などス

ポーツイベントも盛りだく

さん、また、食欲の秋で美

味しいものもたくさんありますね。「食欲の秋だ

から食べ過ぎちゃうのよね」という人も時々おら

れますよ。そう、そこのあなたです。

　さて、今回はヘリ搬送について解説したいと思

います。

なぜヘリ搬送か
　高知県は山間部の面積が広く交通のアクセスが

悪いため、救急要請をしてから傷病者を収容し病

院に到着するまで1時間以上かかる地域が多く存在

します。さらに医師が偏在しており、高知市内ま

で搬送しないと高度な医療が受けられない状況です。

特に重症外傷においては、緊急手術が唯一の救命

手段である場合、受傷後1時間以内（ゴールデンア

ワー）に手術が開始されたかどうかが生命予後を

左右するとされています。

高知医療センターにおける患者ヘリ搬送数
　平成17年3月1日～平

成21年3月31日までの

約4年間の高知医療セ

ンターにおけるヘリ搬

送患者数は749人で、

内訳は外傷30％、心疾

患24％、脳疾患19％、

呼吸不全9％となっています。また、全体の約2/3

がヘリ搬送をしなければ生命に危険を生じた可能

性がある絶対的適応であり、約1/5が生命に直接危

険はないがヘリ搬送をしなければ身体に障害を生

じた可能性がある相対的適応となっています。ち

なみに馬路村からは高知医療センターが開院した

平成17年3月1日～平成21年9月末までに17人のヘリ

搬送がありました。

　中芸消防を通してヘリ要請をします。早ければ

要請から医師ピックアップ（医療センターの医師

の迎え）まで15分、医療センターと馬路間は片道

約15分です。救急医が患者と接触する時間なども

あわせると、スムーズにいけばヘリ要請から医療

センター到着まで約1時間です。ただし、夜間や荒

天時はヘリの運行はできません。

　一方救急車による搬送の場合、救急要請（119番

通報）から救急車が馬路に到着するまで約30分、

患者収容してから田野までは約30分、安芸までは

約45分、高知市内までは1時間半から2時間かかり

ます。魚梁瀬地区はさらに馬路・魚梁瀬間の往復

で約1時間余分にかかります。

ヘリ搬送の適応疾患
　ヘリ搬送が有用と思われるのはとにかく一刻を

争う疾患です。外傷（特に交通事故や転落などと

いった高エネルギー外傷）、心血管疾患（急性心

筋梗塞、致死的不整脈など）、脳疾患（くも膜下

出血、脳出血、脳梗塞など）、呼吸不全などです。

意識障害を伴う場合はまずヘリ搬送の適応といっ

てもいいでしょう。

ひとこと
　最近の我が家での会話

「寒くて産毛がたった」「産毛じゃない。とびひで」

（それって鳥肌のことね）

「おなかが痛い。仮病になったき保育園休む」

（おいっ、仮病かい！）

　こうして子どもたちは日本語を覚えていくんだ

ろうな、と感じる今日このごろです。

ヘリの要請から収容・搬送の流れ



ふ
る
さ
と
の
景
観

　
　
　
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

に
ほ
ん
の
里
100
選

『
相
名
』
選
定
記
念

○
募
集
中

テ
ー
マ

　
に
ほ
ん
の
里
100
選
に
選
定
さ
れ

た
『
相
名
』
部
落
の
四
季
の
景
観

や
人
々
の
暮
ら
し
の
様
子
な
ど
を

主
題
と
し
た
写
真

作
品
規
定

　
サ
イ
ズ
　
4
ツ
切
り
限
定

（
ワ
イ
ド
を
含
む
）

応
募
先
・
締
切

　
馬
路
村
教
育
委
員
会
ま
で

　
平
成
22
年
1
月
22
日
必
着

応
募
方
法

　
お
一
人
5
点
以
内

　
折
込
チ
ラ
シ
の
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
作
品

裏
面
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

審
査
発
表

　
平
成
22
年
2
月
開
催

　
「
第
37
回
馬
路
村
文
化
祭
」に
て

賞
品

　
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

版
権
等

　
作
品
の
版
権
お
よ
び
著
作
等

の
利
用
権
は
主
催
者
側
に
属
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
馬
路
村
教
育
委
員
会

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
4
4
‐
2
２
1
６

図
書
の
い
ま
ど
き

　
本
年
度
か
ら
県
の
事
業
で
公
立

図
書
館
の
な
い
市
町
村
に
「
子
ど

も
の
読
書
活
動
支
援
員
」
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
も

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
、
相
名
の

中
村
千
代
さ
ん
が
活
躍
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
委
員
会
の
図
書
室
だ

け
で
な
く
、
馬
路
小
中
学
校
に
も

派
遣
さ
れ
、
司
書
不
在
の
学
校
の

図
書
室
に
新
鮮
な
風
を
吹
き
込
ん

で
く
れ
て
い
ま
す
。

委
員
会
の
図
書
室

　
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
1
階

新
刊
入
り
ま
し
た
♪

　
1
Q
8
4
①
〜
②
　
村
上
春
樹

移
動
図
書
館
の
巡
回
に
つ
い
て

　
利
用
場
所
　
馬
路
保
育
所

　
　
　
　
　
　
馬
路
小
学
校

　
巡
回
日
　
　
11
月
5
日
（
木
）

　
巡
回
時
間

　
　
保
育
所

　
　
　
午
前
11
時
ご
ろ
か
ら
　
　

　
　
　
午
前
11
時
40
分
ご
ろ
ま
で

　
　
小
学
校

　
　
　
午
後
1
時
ご
ろ
か
ら

　
　
　
午
後
2
時
ご
ろ
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

　
馬
路
村
教
育
委
員
会

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
4
4
‐
2
２
1
６

無
料
調
停
相
談
会

　
安
芸
地
区
調
停
協
会
で
は
、
本

年
度
の
「
法
の
日
週
間
」
の
行
事

の
一
環
と
し
て
、
中
芸
地
区
お
よ

び
安
芸
市
、
芸
西
村
、
室
戸
市
等

を
対
象
と
し
た
調
停
相
談
会
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
、
民
事
（
金
銭
関

係
、
土
地
、
建
物
、
交
通
事
故
）
、

家
事
（
夫
婦
関
係
、
親
子
関
係
、

相
続
問
題
）
そ
の
他
に
関
連
す
る

問
題
で
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

お
気
軽
に
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

　
相
談
は
、
安
芸
地
区
調
停
協
会

所
属
調
停
委
員
が
担
当
し
ま
す
。

　
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密

が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
10
月
26
日
（
月
）

　
　
　
午
前
10
時
か
ら

　
　
　
午
後
3
時
ま
で

（
午
後
2
時
30
分
ま
で
に
お
入
り

く
だ
さ
い
。
）

場
所
　
奈
半
利
町
立
町
民
会
館

住
所
　
安
芸
郡
奈
半
利
町
乙

1
2
9
7
―

1

問
い
合
わ
せ
先

　
安
芸
地
区
調
停
協
会

　
T
E
L
 
0
8
8
7
‐
3
5
‐

2
0
6
5

「
み
ん
な
でつく

ろ
う安心

の
街
」

全
国
地
域
安
全
運
動

　
　
10
月
11
日
（
日
）
か
ら

　
　
　
　
　
20
日
（
火
）
ま
で

　
今
年
も
、
全
国
一
斉
に
地
域
安

全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
、
安
芸
地
区
地
域
安
全

協
会
と
安
芸
警
察
署
で
は
、
地
域

安
全
推
進
員
を
は
じ
め
と
す
る
自

主
防
犯
組
織
の
タ
ウ
ン
ポ
リ
ス
な

ど
、
地
域
の
防
犯
団
体
と
連
携
し

て
「
み
ん
な
で
 
つ
く
ろ
う
 
安

心
の
街
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地

域
安
全
運
動
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

運
動
の
重
点

（
1
）
子
ど
も
と
女
性
の

犯
罪
被
害
防
止

（
2
）
住
宅
を
対
象
と
す
る

侵
入
犯
罪
の
防
止

（
3
）
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害

　
　
　
防
止

（
4
）
少
年
の
健
全
育
成
　

馬
路
村
文
化
祭
は
延
期
さ
れ
ま
す

　
12
月
に
実
施
し
て
お
り
ま
し
た

文
化
祭
並
び
に
芸
能
発
表
会
は
、

会
場
の
体
育
館
が
耐
震
と
改
修
工

事
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
工
事
完

成
後
の
2
月
20
・
21
日
に
改
修
さ

れ
た
体
育
館
で
開
催
す
る
こ
と
が

文
化
祭
実
行
委
員
会
で
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
出
品
作
品
制
作
や
芸
能

発
表
会
及
び
食
堂
な
ど
の
会
場
運

営
に
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
馬
路
村
教
育
委
員
会

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
4
4
‐
2
２
1
６

みんなで　つくろう　安心の街

3　　月 お知らせお 知らせお知らせお 知らせ
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人　　口
月中異動

月末現在
人口合計出生

８

９

１

２

　

　

１

３

１ ５

２

　

　

６

２

１,０５１

１,０５２

月

月

増　　　加

転入 職権 計 死亡

減　　　少 馬　路

魚梁瀬

８２６人、
２２６人、

馬路村特別村民 ３,９９３人
（９月３０日現在）

３６３世帯
１１６世帯転出 職権 計

10　　月

10月・11月　むらの行事予定10月・11月　むらの行事予定
3　　月　　月11　　月

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

第１８回おらが村・心臓やぶりフルマラソン大会
乳がん検診（安田町保健センター）
乳がん検診（奈半利町保健センター）
ヨガ教室（デイサービスセンター）１９：００～

絵本の読み聞かせ（多目的施設）１０：３０～１１：００　

子育て広場（交流センター）１０：００～
行政相談所（就業改善センター）１０:００～１２:００
人権相談所（就業改善センター）１０:００～１５:００
古紙回収（魚梁瀬）

馬路地区村民運動会

 生活体験・通学合宿（天保・嘉永の民家）（～１４日） 体育の日
　

子育て広場（多目的施設）１０：００～

魚梁瀬熊野神社大祭（～１７日）

魚梁瀬古式弓射式

ヨガ教室（デイサービスセンター）１９：００～

村内小中学校合同学習会Ⅱ期
ことばの教室（田野町保健センター）

馬路保育所運動会

乳児健康診査（田野町保健センター）１３：００～受付
古紙回収（馬路）

魚梁瀬地区村民運動会

犬・猫引き取り日

かっこよくなる男の道場（就業改善センター）１８：００～

ゆずはじまる祭り
高知県戦没者追悼式(県民文化ホール)

ヨガ教室（デイサービスセンター）１９：００～

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化の日

「損保ジャパン・いきいき共生の森」交流活動

山師達人選手権大会

職場体験学習（馬中・魚中）（～１３日）

子育て広場（多目的施設）１０：００～

ポリオ予防接種（田野町保健センター）１３：００～

古紙回収（魚梁瀬）

ヨガ教室（デイサービスセンター）１９：００～

村内小学校５・６年生合同修学旅行（～２０日）
ことばの教室（田野町保健センター）

柚子とりボランティア（馬中）

１歳６カ月児健康診査（田野町保健センター）１３：００～

　　　　　　　　　　　　　　　　　 勤労感謝の日

犬・猫引き取り日
かっこよくなる男の道場（就業改善センター）１８：００～

村教育研究会

乳児健康診査（田野町保健センター）１３：００～受付
古紙回収（馬路）

広報うまじ249号 ――――（１５
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8月

9月

村内あちらこちら

編
集
後
記

　
す
っ
か
り
秋
が
深
ま
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
学
校
の
運
動
会
も
終
わ
り
、

気
が
早
い
も
の
で
感
覚
的
に
秋
が
終

わ
っ
た
と
い
う
気
に
な
り
ま
す
。
村

内
で
は
田
ん
ぼ
の
稲
刈
り
も
ほ
と
ん

ど
終
わ
っ
て
、次
は
ユ
ズ
の
収
穫
を
待

つ
ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
だ
村
民
運
動
会
を
ひ
か
え
て
い

ま
す
が
、そ
れ
ら
が
終
わ
る
と
い
よ
い

よ
冬
の
到
来
が
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
も
あ
と
３
カ
月
、ま
だ
ま
だ

行
事
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、村
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
I
）

編集発行 馬路村教育委員会
住所　〒７８１-６２０１　高知県安芸郡馬路村大字馬路４４３
TEL 0887－44－2216　FAX 0887－42－1010
E-mail umaji-v@kochinet.ed.jp

印　 刷 高知印刷株式会社

 8 日　魚梁瀬敬老会（多目的施設）
 9 日　馬路敬老会（就業改善センター）
　　　 第15回馬路地区スカッシュバレーボール大会

（馬路体育館）～10日
13日　馬路ピアノ教室発表会（就業改善センター）
20日　第29回馬路おしどりマラソン大会

（馬路温泉前スタート・ゴール）
21日　馬路保・小・中合同運動会（馬路村民グラウンド）
27日　魚梁瀬保・小・中合同運動会

（魚梁瀬小中学校運動場）

8月15日　馬路納涼祭

8月20日　うどん作り教室

9月13日　馬路ピアノ教室発表会

9月20日　馬路おしどりマラソン大会

9月27日　魚梁瀬保・小・中合同運動会

 5 日　魚梁瀬地区ペタンク大会
（魚梁瀬小中学校体育館）

 6 日　夏休み子ども体験事業／和菓子作り教室
（就業改善センター）

 7 日　歌って走ってキャラバンバン（ゆずの森加工場）
 8 日　夏休み子ども体験事業／親子絵本作り教室

（就業改善センター）～9日
12日　夏休み子ども体験事業／木工教室

（馬路小学校図工教室）
15日　馬路納涼祭（馬路温泉駐車場）
17日　夏休み子ども体験事業／アロマ石けん作り教室

（交流センター）
20日　夏休み子ども体験事業／うどん作り教室

（就業改善センター）
25日　かっこよくなる男の道場（馬路体育館）
27日　夏休み子ども体験事業／わくわく科学教室

（就業改善センター）
29日　ギター教室発表会（馬路温泉別館ロビー）
30日　第45回衆議院議員総選挙・第21回最高裁判所    
　　　裁判官国民審査

負けんぞ負けんぞ！！！！


